
ロ

国
債
市
場

特
別
参
加

者
・
第
Ò

非
価
格
競

争
入
札
発

行

各
国
債
市
場
特
別
参
加
者
ご
と
の
応

募
限
度
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
各
申

込
み
の
応
募
額
を
割
り
当
て
る
。

平成™š年˜˜月˜—日 木曜日 (号外第™›™号)官 報

_

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

届
出
を
し
た

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者

の
氏
名

資
金
管
理
団
体
で

な
く
な
っ
た
旨
の

届
出
年
月
日

∏
庭

浩
明

参
議
院
議
員

鷲
峰
会

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
e

二
e

一
九

∏
庭

浩
明

二
三
、

五
、
一
六

太
田

誠
一

衆
議
院
議
員

誠
山
会

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
南

庄
二
e

一
e

二
五

太
田

誠
一

二
三
、

八
、
一
八

岡
部

英
明

衆
議
院
議
員

新
日
本
政
治
経
済

研
究
会

茨
城
県
日
立
市
多
賀
町

二
e

一
〇
e

七

岡
部

英
明

二
三
、

八
、
二
三

神
取
し
の
ぶ

参
議
院
議
員

神
取
忍
後
援
会

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

二
e

六
三
e

一

神
取
し
の
ぶ

二
三
、

七
、

七

坂
本

哲
康

参
議
院
議
員

愛
和
学
園
・
ア
イ

ワ
メ
デ
ィ
カ
ル
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

全
国
整
体
業
協
会

東
京
都
渋
谷
区
鉢
山
町

七
e

八

坂
本

哲
康

二
三
、

三
、
三
一

佐
藤

雅
子

参
議
院
議
員

女
性
党
佐
藤
ま
さ

子
後
援
会

愛
知
県
名
古
屋
市
瑞
穂
区

御
莨
町
三
e

二
〇
e

一

佐
藤

雅
子

二
三
、

五
、
三
〇

三
輪

和
雄

参
議
院
議
員

三
雄
会

東
京
都
港
区
六
本
木
三
e

四
e

五

三
輪

和
雄

二
三
、

一
、

四

山
田

太
郎

参
議
院
議
員

山
田
太
郎
事
務
所

東
京
都
港
区
六
本
木
四
e

一
〇
e

六

山
田

太
郎

二
三
、

七
、
二
七

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
七
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者

の
氏
名

届
出
年
月
日

佐
藤

雅
子

参
議
院
議
員

女
性
党
佐
藤
ま
さ

子
後
援
会

愛
知
県
名
古
屋
市
瑞
穂
区

御
莨
町
三
e

二
〇
e

一

佐
藤

雅
子

二
二
、

五
、
二
一

橋
本

勉

衆
議
院
議
員

橋
本
べ
ん
（
勉
）

政
経
研
究
会

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

二
e

二
e

一

橋
本

勉

二
二
、
一
二
、
二
二

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
七
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届

出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

資
金
管
理
団

体
の
届
出
事

項
の
異
動
の

届
出
を
し
た

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名
称

異
動
事
項

新

旧

魚
住
裕
一
郎

参
議
院
議
員

２
１
世
紀
懇
話
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

岐
阜
県
岐
阜
市
西
玉

宮
町
一
e

二
二
e

二

愛
知
県
名
古
屋
市
中

区
丸
の
内
一
e

一

五
e

二
八

大
村

秀
章

愛
知
県
知
事

秀
成
会

公
職
の
種
類

愛
知
県
知
事

衆
議
院
議
員

亀
原

了
円

参
議
院
議
員

亀
原
了
円
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

熊
本
県
荒
尾
市
本
井

手
一
七
五
三

熊
本
県
荒
尾
市
下
井

手
一
六
一
六
e

六
七

神
取
し
の
ぶ

参
議
院
議
員

神
取
忍
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
豊
島
区
東
池

袋
二
e

六
三
e

一

東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
二
e

一
e

一

中
川

秀

衆
議
院
議
員

秀
政
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
二
e

二
e

一

東
京
都
港
区
赤
坂

一
e

一
四
e

五

中
山

成
彬

衆
議
院
議
員

成
山
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

宮
崎
県
宮
崎
市
清
水

三
e

五
e

六

東
京
都
新
宿
区
市
谷

本
村
町
三
e

一
七

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

保
坂

展
人

世
田
谷
区
長

市
民
教
育
経
済
研
究

会

公
職
の
種
類

世
田
谷
区
長

参
議
院
議
員

横
粂

勝
仁

衆
議
院
議
員

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ

政
治
団
体
の
名

称

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ

よ
こ
く
め
改
国
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
二
e

一
e

二

神
奈
川
県
横
須
賀
市

上
町
二
e

一

若
泉

征
三

衆
議
院
議
員

総
研

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
井
県
越
前
市
片
屋

町
五
八
e

一
一
e

一

福
井
県
福
井
市
菅
谷

二
e

七
e

一
〇

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
七
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指

定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

^

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団

体
の
指
定
の

取
消
し
の
届

出
を
し
た
者

の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者

の
氏
名

届
出
年
月
日

三
田

勝
久

大
阪
府
議
会

議
員

優
港
会

大
阪
府
大
阪
市
港
区
市
岡

元
町
三
e

一
〇
e

一
六

三
田

勝
久

二
三
、

七
、
二
五

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
七
十
三
号

政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
（
平
成
十
一
年
大
蔵
省

令
第
六
号
）
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
三
年
十
月
三
日
に
発
行
し
た
政
府
短
期
証
券
の
発
行

条
件
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日財

務
大
臣

安
住

淳

一

名
称
及
び
記

号

国
庫
短
期
証
券（
第
二
百
二
十
六
回)

二

発
行
の
根
拠

法
律
及
び
そ

の
条
項

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三

十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
、
財
政
融

資
資
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
号
）
第
九
条
第
一
項
並
び
に
特
別

会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年

法
律
第
二
十
三
号
）
第
八
十
三
条
第

一
項
、
第
九
十
四
条
第
二
項
、
第
九

十
五
条
第
一
項
、
第
百
三
十
六
条
第

一
項
及
び
第
百
三
十
七
条
第
一
項

三

振
替
法
の
適

用
等

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法

律（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。

以
下
「
振
替
法
」
と
い
う
。）の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の

振
替
機
関
は
日
本
銀
行
と
す
る
。

四

発
行
方
法

価
格
を
競
争
に
付
し
て
行
わ
れ
る
入

札
（
以
下
「
価
格
競
争
入
札
」
と
い

う
。）に
よ
る
発
行
（
以
下
「
価
格
競

争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）及
び
価
格

競
争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ
る
入
札

で
あ
っ
て
、
財
務
大
臣
が
各
国
債
市

場
特
別
参
加
者
ご
と
に
応
募
限
度
額

を
定
め
る
も
の
に
よ
る
発
行
（
以
下

「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
・
第
Ò
非

価
格
競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）

五

募
入
決
定
の

方
法

イ

価
格
競
争

入
札
発
行

各
申
込
み
の
う
ち
応
募
価
格
の
高
い

も
の
か
ら
そ
の
応
募
額
を
順
次
割
り

当
て
る
。
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